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お弁当日は９月/27（土）です 
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キッドエッセイ 71 

総合園長 牧野桂一先生  

今年度も牧野先生が、子どもの心理についてエッセイを書いてくれています。 

共感したり、発見があったりします。読まれてください。 

  

                                                        
キッドエッセイ 71 
                                                          

 牧野 桂一先生 
子どもが見る大人の世界と大人の受け止め 
                                                           
 
 幼い頃、「なんで大人はこんなことをいうんだろう」というような気持ちを抱いた記憶は、みな
さんがもっているのではないでしょうか。このように乳幼児期の子どもは、大人の様子をよく見て
いて、そこから多くの情報を得て、大人のことを考えていますが、それだけでは、大人の世界が理
解できない発達上の課題もあるのです。したがって、この年齢段階の子どもは、大人の世界をこの
ように見ているという子どもの世界の見方、見え方を身近で子どもと接して生活している大人であ
る私たちは十分に子どもの世界を理解しておかなければなりません。今回は、そのような子どもが
見る大人の世界のことを発達心理に基づいて考えていきたいと思います。 
 
 子どもは、生まれてすぐの乳児の段階から、すでに周りの大人の様子を顔の表情や視線を意識し
ながら見ていてさまざまな情報を受け取っているといいます。発達心理学者であるバロン・コーエ
ン博士は、「子どもが社会性を身につけていく過程の中でもこのような人間の顔や視線の認知が特
に重要である」といいます。 
 そこで、まず最初に、子どもたちが回りの世界の視覚的な情報をどのように認識していくのかと
いうことを年齢別に確認していきたいと思います。 
 
 
◆ 0 歳から 1 歳児       🎵 🎵 🎵 
 まず最初は、 0 歳から 1 歳までの乳児期の子どもです。 
 乳児期には周りの大人に愛され大切にされることで人間としての絆が深まり、情緒の安定や人へ
の信頼感が育まれていきます。そして、目と目を合わせるアイコンタクトや肌と肌の触れ合うスキ
ンシップで周りの大人の愛情を感じ取り、愛着を形成し、安心感を育てていきます。 
 その子どもたちが、3 カ月を過ぎてくると回りの動くものに目をつけてそれを目で追いかける「追
視」をするようになります。そして、他の人の視線を追って自分もそちらの方を見る「視線追従」
ができるようになります。そして、人間の表情に対する興味・関心を持ち、周りの大人の視線や声、
表情やジェスチャーを通じて相手の感情を読み取る能力が育ってきます。 
 その子どもたちが、7 カ月を過ぎてくると人間の表情の理解はもっと進み、9 カ月頃からは、周り
の大人の考えている意図や、自分の考えている意思が少しずつ理解できるようになるといわれてい
ます。 
 
 
◆ 1 歳から 3 歳児       🎵 🎵 🎵 
 1 歳になると子どもは、新しいものや初めて見るものがあると、その安全性などを確かめるため
に、周りの大人などの顔の表情や身体の動きを見て確かめる「社会的参照」ということが現れてき
ます。つまり、周りの大人の発する情報から私たちが生きている広い世界に対する知識をつけてい
くため、保護者や保育者など周りの大人が外界に対して向ける表情や態度なども、子どもたちに大
きな影響を与えます。 



 
◆ 3 歳から 5 歳児      🎵 🎵 🎵 
 子どもたちは、生まれてから 5 歳頃までに、脳を中心とした神経系統の成長はだいたい 80％くら
いまでできあがり、6 歳までには 90％まで発達し完成に近づいてきます。そして、5 歳頃には、基
本的な表情をしている絵を見せてみると、その絵の顔が怒っているのか、笑っているのか、悲しん 
 
でいるのかなどいった絵に出ている人間の表情から感情を十分に理解できるようになってきます。
したがって、物語に出てくる主人公や登場人物の気持ちなど他者の感情経験を推測する能力も育っ
てきて、物語を楽しく豊かに読んだり聞いたりすることができるようになります。 
 
◆ 6 歳児以上の子ども     🎵 🎵 🎵 
 6 歳を越えてくると子どもたちは、人は本当に感じている感情とは違った感情を表わすことがあ
るということを理解し認知できるようになるといわれています。したがって、6 歳以前には見かけ
の表情などの外的要因が子どもの判断材料になっていたので、表面的に人の感情を受け取ってしま
う傾向があります。 
 
 これらの年齢特性を踏まえて、実際に子どもたちと接する際に気をつけたいポイントには、 「子
どもと目と目を合わせて話すこと」「子どもの目線に合わせて大人の目線高さを合わせて話すこと」
「話しているときの目の表情子どもが見ていることを意識すること」「喜怒哀楽の表情が子どもに
伝わるように気を配ること」「表情と感情を一致させるように配慮すること」「子どもの目に入る
場所で愚痴や人の悪口は言わない」などがありますが、今回は、紙面が足りなくなりましたので、
次回に詳しく説明していきたいと思います。 
 
 

・子育ては奥が深いですね。 

わかってはいるけど、つい｛はいはい｝と言ってあ

やしたり、何かをしながら子どもの言葉を受け止め

たり・・しますよね。 

振り返るとこのことが最もだと思ってきます。 

今しかない子育て、そして援助の言葉を少しでもい

いから受け止めるとホッとするかもしれません。   


